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IDAJブースにてAutomotiveパッケージを展示します！ぜひご来場ください！ 
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iconCFDは、OpenFOAM®をベースに開発したGPLに準ずる汎用CFDプログラムです。なお、本製品の一部には、非GPLコードを含みます。 解析モデルの自動生

成機能を有し、収束性が高く、OpenFOAMにおける既知のバグが修正されています。また、ツールとしての使いやすさに配慮した改良を加えています。 

OpenFOAMは、ESI GroupのOpenCFD社が商標登録を持つ物理場の演算コード群です。C++言語で書かれたGPLライセンスに準ずるオープンソースコードとして

公開されています。その機能は、メッシュ作成から流体、熱解析などのソルバー群、結果処理や可視化まで多岐にわたっています。デザインプロセス、物理モ

■iconCFDクラウドサービス■ 

このiconCFDを、富士通株式会社が提供する「FUJITSU TCクラウド& HPCポータル」（クラウドシステム）で利用するサービスです。 

自社で計算サーバーを用意する必要がないため計算サーバーの保守・メンテナンス、更新などにかかるコストを削減することができます。また、大規模もしくは

長期間の解析で多くのリソースが必要な場合は、一定期間・一定量のコア数を占有し計算を行うことが可能で柔軟にリソースを確保することができるため、作

業効率を下げることなく効率的なコスト削減も期待できます。 

ジョブ実行の操作はHPC Portalと呼ばれるWebブラウザ画面から行います。ファイル転送やファイル編集・閲覧はHPC PortalからWindowsライクに実施でき、直

観的でわかりやすいボタン操作でジョブを実行します。 

さらに、お客様からご要望があれば、IDAJのエンジニアが計算サーバーへアクセスし、問題が発生した解析ケースを確認し、現象の再現や問題の調査を行うな

●低コストでの大規模計算を実現 

商用ソフトウェアの多くは、大規模計算を行うとソフトウェアコストの増大を招きます。これまで

とは異なる料金体系を持つiconCFDでは、ソフトウェアのコストをマシン環境のコストに振り分け

ることによって、超並列計算を可能にします。 
 

●ソースレベルでのカスタム提供 

iconCFDは、OpenFOAMをベースとして新たな物理モデルの組み込みや、各種物理機能を組

み合わせた新たなソルバーの作成など、お客様のニーズに合わせたカスタマイズを実施しま

す。改良したソースコードは、お客様の資産となります。 
 

●LESによる高精度解析 

ロバストなLES解析が、高精度・低コストで実現できます。LES利用の障壁となっていた、メッシュ

サイズ、並列処理、ソフトウェアライセンスの問題が解決されています。 
 

●豊富な機能 

メッシュ作成から流体、熱、分子動力学、電磁流体、固体応力解析などのソルバー群、結果処

理や可視化まで多岐にわたっています。 
 

●アプリケーション・オリエンテッドな開発 

従来の汎用ソフトウェア・エンジニアリングから脱却し、アプリケーションに必要な機能に特化

したエンジニアリング（ツールの専用化）を実現します。 
 

●全工程での並列化処理 

プリ処理 ～ ソルバー ～ ポスト処理まで、完全にデータを分散して並列化できます。コア数の

増加に対する計算時間短縮の線形性も良好です。 
 

●商用レベルのメンテナンスと技術サポート 

定期的なバージョンアップ、品質の保持、デバッグ、バージョン管理を実施します。 

現在の商用ソフトウェア以上の技術サポートやお客様のソルバーカスタマイズのご要望にも

対応します。 
 



iconCFDクラウドサービスの特徴 

– Windows環境でシームレスに利用できる 

– 直感的で簡単にサービスが利用できる 

– 並列性能が生かせるサービスである 
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〇利用シーン１：モニタリング 

 開発・試験環境の車載ネットワークの状態を確認しながら、開発・試験が行えます。 

 ・CANTOOLを車載ネットワーク(CAN/CAN FD、LIN、FlexRay)に接続し、送受信データをモニタリングします。 

・CANTOOLをCANバスに接続すれば、CANパケットのモニタリングが可能 

  →モニタリング画面を使い分けて必要な情報を素早く確認 

    シーケンスモニタ：時系列でデータを確認できます 

    ステータスモニタ：各IDの最新情報を確認できます 

・モニタリングは、各通信規格I/Fを同時に実行可能 

  →複数のCANバスデータも、1台のCANTOOLでモニタリングできます 

〇利用シーン２：ロギング、再生 

CANTOOLシリーズは、各種車載ネットワークを搭載した、ECU開発、テストを行うための高性能ECU開発支援ツールです。 

車両側の信号エミュレーション、パケットのロギングなど、様々な場面で使用可能です。 

ターゲット機器を開発するために周辺ECUを準備する必要がありますが、CANTOOLなら周辺ECUを1台で 

模擬することができ、開発効率化、試験環境構築コスト削減が可能です。 

 

〇特長 

 ・各種車載ネットワークに対応(CAN[最大5ch]、LIN、FlexRay） 

 ・エミュレーション機能により、周辺ECUを模擬 

 ・車載ネットワークのモニタリングおよびロギングが可能。ロギングしたデータの再生にも対応 

 ・SDK(ソフトウェア開発キット)が含まれていますので、ユーザプログラムからCANTOOLを自由に制御することが可能  



〇利用シーン２：ロギング、再生 

 試験環境、実機での障害発生時等に、障害発生環境から車載ネットワークのデータを収集し、確認環境で再生することで、再現試験・改修後の確認試験に活用できます。 

 ・CANTOOLを車載ネットワーク(CAN/CAN FD、LIN、FlexRay)に接続し、送受信データをロギングします。 

  ★CANTOOL-Aシリーズでは、スタンドアロン(PCレス)でのロギングに対応予定です。 

 ・ロギングしたデータを再生し、対象機器の試験を実施します。 

・CANTOOLを車載ネットワークに接続し、データを収集ロギングする 

・ロギングしたデータを再生する(車載ネットワークへ送信する) 

 →繰り返し試験にも活用できます 

①ロギング 

②再生 

○利用シーン３：エミュレーション 

 周辺ECUを模擬することで、開発・試験を効率化します。 

 ・エミュレーションパネルにより、送信データを制御します。 

 ・エミュレーションパネルは、XML形式で構築するので、別途開発ツールを必要としません。 

  ★CANTOOL-Aシリーズでは、エミュレーションパネル編集画面を実装予定(マウス操作で視覚的に画面作成可能) 

・各機器(ECU)の模擬ツールをプログラムレス(XML形式)で構築可能 

  →プログラミング知識なしで実現できるので、 

     ・開発初期段階での動作確認を短時間で立ち上げ可能 

     ・試験者でもプログラミング知識なしに試験環境を構築可能 

○CANTOOLシリーズの製品ラインナップ・仕様 
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コードが消えた！ 

小さなボディのフレキシブルな無線データロガー「AirLoggerTM」に新シリーズ登場！ 

―作業効率が圧倒的に向上― 
 

計測業界に新風を巻き起こした無線データロガー「AirLoggerTM」の新シリーズとして、 

「温度」に加え「電圧」「ひずみ」の計測も可能とした「AirLoggerTM WM2000」シリーズを発表。 
 

「AirLoggerTM」とは 

小型の測定ユニットから、USB型のPC通信ユニットへ無線通信で 

測定データを送信し、パソコンに表示／保存する画期的なデータロガー。 

従来困難であった、タイヤ等の回転体や動体の測定にも対応。 

大小さまざまな空間や、遮閉空間など、多様なフィールドで活躍し、 

多くのお客様の好評を博しています。 
 

新製品「AirLoggerTM  WM2000」シリーズは、 

従来の「温度」のみの測定ユニットを拡張し、 

新しく開発した「温度/電圧」「ひずみ」の2種類の測定ユニットで、 

「温度」「電圧」「ひずみ」の計測に対応。 
 

【Pick Up】 

「温度/電圧測定ユニット」 

 ●電圧出力型の各種センサを取り付けることにより、「湿度」「照度」「圧力」「風速」なども計測可能。 

 ●従来の1ch仕様を2chと7chに拡大した2タイプをラインアップ。 

 ●高密度実装技術により、7chタイプは従来製品と比べ、1ch当たりの大きさが約６割減という驚異のサイズを実現。 
 

                                               上段：左から 「2ch温度/電圧測定ユニット」 

                                                          Size(mm) : 54.5 (W) × 45 (D) × 17.5 (H) 

                                                         「7ch温度/電圧測定ユニット」 

                                                          Size(mm) : 60.5 (W) × 49 (D) × 17.5 (H) 

                                                         「ひずみ測定ユニット」 

                                                          Size(mm) : 54.5 (W) × 45 (D) × 17.5 (H) 
 

                                               下段：「PC通信ユニット」 

４/２６ リリース

の 

新製品 



新製品「AirLoggerTM WM2000」シリーズは、 

 ●配線作業の煩わしさからの解放 

 ●複数ポイント同時測定 

 ●各種計測同期モニタリング 

により、お客様の作業効率を飛躍的に向上させます。 
 

【WM2000シリーズ共通の特長】 

■メモリ機能 

  データ送信に利用する無線通信が不安定な場所でも、測定ユニットに搭載したメモリがデータを保持し、 

  電波の復旧に伴いデータを補完。 

■ソフトウエアスイッチ機能 

  電池駆動式の小型測定ユニットから電源スイッチを無くし、パソコン操作でON／OFFが可能に。 

■圧巻の同時測定ポイント数 

  －温度/電圧測定 最大700ポイント 

  －ひずみ測定 最大100ポイント 

■リアルタイム同期モニタリング 

  「温度/電圧測定ユニット」「ひずみ測定ユニット」から取得した異なるデータを、一つのPC通信ユニットで一度に受信可能。 

  用途に合わせたフレキシブルな組合せの計測にも利便性を発揮。 

■耐環境性 

  防水アタッチメント、耐熱ケースなどの使用により使用環境が拡大。 
 

【開発の背景】                               

自動車産業をはじめとするさまざまなものつくりの現場や研究開発の場において、一般的に使われているデータロガーは、 

測定部とデータ処理部がケーブル接続されているものがほとんどです。 

そのため、測定の準備から測定、後片付けまでの作業が煩雑で工数を要し、効率化が求められてきました。 

また、測定対象物のダウンサイジングや高密度実装化が進み、測定部の小型化、多数ポイントの同時測定処理など、 

ニーズも多様になってきています。 

2014年に発売した無線温度ロガー「AirLoggerTM  WM1010」は多くのお客様から好評を得ましたが、同時に、 

温度だけではなくさまざまな測定の「小型化」「ワイヤレス化」の要求もいただきました。 

そこで、温度に続く第二弾として「温度/電圧」「ひずみ」の測定ユニットを用意しました。 
 

【製品ラインアップ】                              

・2ch温度/電圧測定ユニット  定価 60,000円～ 

・7ch温度/電圧測定ユニット  定価 150,000円～ 

・120Ωひずみ測定ユニット  定価 50,000円～ 

・350Ωひずみ測定ユニット  定価 50,000円～ 

・PC通信ユニット（WM2000シリーズ測定ユニット共通）  定価  50,000円 
 

■製品についての詳しい情報は、弊社ウェブサイトをご覧ください。 

 URL : https://www.advantest.com/products/airlogger/wm2000 
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■ECUテストの課題 

ADAS/自動運転に向け、各ECU間で周辺ECUとの通信、各種センサからのインプット、 

各アクチュエータへのドライブ出力など、協調制御での計測が必要となる。 

従来は個別の計測器、治具を接続し、手動制御で計測していたが、ｓ 

近年のECUの多機能化、高性能化にともないテストの自動化が要求される。 

自動化には様々な計測器を接続し、制御するためのソフトウェアの知識が必要となるため、 

各計測器の連携には多大な工数がかかる。 

専門メーカからのシステム購入や、協力会社（インテグレータ）へシステム構築を依頼した場合、 

要求仕様の作成に工数がかかり、運用中に生じる追加・修正作業にも自社で対応出来ない。 

この結果、費用と工数が必要となり、自動化の障害となっている。 

■解決策は… 

ECUテストに必要なデジタル・アナログ・プロトコル機能を1台に搭載。 

各機能がマイクロ秒オーダで高精度に同期・連動した制御・計測により 

テストの自動化を可能にする。 

また、直感的な操作が可能なGUI画面は特別な知識を必要とせず操作が可能で、 

測定の工数を大幅に削減。 

通信プロトコルは、車載向けに「CAN,LIN<CAN-FD」、センサ向けに「SENT,PSI5」に対応。 

また、多ｃｈなアナログ、ディジタルリソースと、マイクロ秒オーダでのタイミング同期で 

ＡＤＡＳ／自動運転に向けた大容量で高速な制御においても、高精度な計測が可能。 

高精度タイミング同期により、ECU自動テストを簡単に実現 

個々の計測器、治具、負荷を個別に制御が必要。 

それぞれを同期させるのが難しい…工数がかかる… 

複数の計測機能をEVA100 1台に収納。 

マイクロ秒オーダの同期で、簡単制御。 

 「EVA100」の導入 
 

「EVA100」の特性 
①デジタル・アナログ・プロトコル機能を1台に搭載し 

 高精度なテストの自動化を実現 

②直感的なGUIにより工数を大幅削減 

③車載向けに「CAN,LIN<CAN-FD」、センサ向けに「SENT,PSI5」に対応 

解決！ 

現状… 

 ECU自動テスト導入に工数がかかる 

ECU自動テストを簡易に 



オールインワン 計測システム「EVA100」のご紹介 
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 自動車部品の中でもAT/CVTなど最新のトランスミッションは、リニアソレノイドや

ベルトを中心に、シビアなコンタミ管理が必要な「油圧」「軸受」「歯車」を備えている。 

 このAT/CVTとその要素部品において、品質や性能に甚大な影響を及ぼす微小

な残渣やミクロン単位の油中異物をコントロールする必要がある。これら製品の製

造プロセスで混入するコンタミを、自動で常時監視・全数検査を可能にするために

「PDS.TM」を開発した。 

 

 この装置は、他精密機械産業において25年以上にわたり、1000社を超える先進

企業で「オンライン粒子計数法」を実現させ、先端の異物の監視・改善に特化してき

た当社のノウハウを投影した実用性の高いシステムである。 

 

 「PDS.TM」は、AT/CVTの出荷機能テストをはじめ、要素部品の試験機や各トラン

スミッションフルイドの給油配管、タンクの清浄度もリアルタイムで自動監視できる。

バルブ・クラッチ・トルクコンバータ・ポンプ・軸受・歯車・給油など、製造段階でのよ

り高い清浄度数値管理と清浄化において大きな技術貢献をしている。 

当社が開発した「PDS.TM」は、生産ライン上のトランスミッション・トルクコンバータ等、部品内部の油中異物を高精度かつ自動で測定し、短い生産

タクトタイム内でも全数検査を可能にしました。 

▲ 世界初、自動車製造ライン向けオンラインコンタミ監視システム

▲ トランスミッションフルイド、テスト油で活用されているISO4406  
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「マイクロクイック」は、単体部品表面上の異物を、従来の重量法でなく信頼性の高い粒子計数、簡易分析ができるVDA19対応機材です。異物監

視への確実なアプローチで、品質向上に貢献します。 

 部品清浄度が自動車業界で求められるようになったのは、Robert Bosch GmbH

がABSやディーゼルエンジン向けコモンレール式燃料噴射システムを生産開始し

たのが始まりだ。 

同社は噴射ノズルの径を縮小し、コモンレール室内を高圧にしたことにより、小さ

な噴射ノズルに生産プロセスから混入したコンタミ粒子が詰まりやすく品質問題と

なった。 

 この問題から、旧式の重量法での検査限界が判明し、粒子計数法における部品

清浄度検査の誕生へと繋がった。それ以来、自動車システムにおける多くのトラブ

ルは微少コンタミ粒子の大きさや濃度に起因している、すなわち部品の清浄度を

把握するのに重量検査では不十分であり、それらの検査では品質と信頼性が担

保できないと判断され、部品単体の検査から粒子計数管理が求められるように

▲ コンタミによる損傷要因は重さでなく大きさで

 そして、重量検査ではコンタミによる不具合との相関がとれないことが明らかに

なり、2005年にドイツ自動車工業会の品質マネジメントセンタから発行された

VDA19で、自動車部品における粒子清浄度検査の有用性が世界的に証明され、

これを元に国際規格ISO16232が策定された。2009年に発行されたISO16232は、ド

イツ以外の多くの自動車会社とそのサプライヤーに清浄度検査の重量法から粒

子計数法への移行を後押しした。今日では、自動車会社内に多くの専門役職（多

くの場合、部署）が作られ、粒子計数での部品清浄度やユニット集合体での残渣

粒子の監視や対策にあたっている。最初に、エンジン・トランスミッション・ブレーキ

システムなどの軸受・バルブ・ポンプ・流体部品で採用されたが、リチウムイオン

バッテリや電子部品の清浄度管理にも粒子計数が求められ、増加の一途をたどっ

 VDA19初版の発行から10年後、ドイツ自動車工業会は規格の改訂と付属書の追加を求めた。その主な理由は、分析結果の比較可能性の改善、及びコ

ンタミ抽出・分析の新技術の追加である。改訂版（VDA19.1-2015）が2015年3月に発行されると、その内容を世界標準化すべくISO16232も改訂委員会が設

置された。ISO16232の改訂版は、2017年に発行される予定である。今日この二つの規格が自動車業界における部品清浄度分析の枠組みを作っている。 
 

 当社が扱うパーティクルスキャナMicroQuickは、これまでの高額な光学/電子顕微鏡という

ハードルの高い分析機器の導入を、VDA19.1やISO16232の改訂版に準拠した独自のスキャ

ニングシステムの開発により、コンタミ粒子の分析報告までの流れを一新した。フィルタに採

取したコンタミの検出（分類・大きさ・個数）をわずか2.5分で自動測定する装置は、全世界の

グローバル企業のファシリティで運用されている。 

◀ VDA19.1, ISO16232に対応したパーティクルスキャナ MicroQuick 



 機械工業界の旧式残渣測定であり、今後管理しなければならない微少粒子の残渣試験には全く不向きで、現在の自動車部品の信頼性を確保する清

浄度検査とは言えない。前提として、閉塞させたり摺動不良を起こす要因は、重量でなく粒子径に関係するからである。残念ながら国内の自動車製造ラ

インでの残渣検査としていまだ主流なのが重量法である。しかも、重量での正確な結果を得るためには分析フィルタの前処理が重要で、微少粒子では人

為的な差が生じやすい。この方法を用いて3mg以下を計測するのは、技術的に困難であることは留意しておきたい。 

 

 DA19.1-2015改訂版以降では、パーティクルスキャナMicroQuickのような簡易的に粒子分析できる装置の採用が認められている。規格改定期間中に

VDA19のワーキンググループは、複数の自動光学顕微鏡およびMicroQuickのラウンドロビン・テストを実施した。ランドロビン・テストとは、測定者の技量

を含めて測定方法や測定装置の信頼性を検証するために、複数の試験機関にて同一試料の測定を行うことである。 

 この比較テストの目的は、テスト結果の同等性を上げるべく測定パラメータを確立するためであった。その結果、画像輝度および粒子検知の閾値を同一

の方法で調整することにより、定量的結果がほぼ同じになることが判明した。今では、フラットベッド式スキャナ（当社のMicroQuickはこれに該当する）は粒

度分析において光学顕微鏡を同等に扱われている（VDA.19.1改訂版に記載されたルーチン遵守を条件とする）。 

 パーティクルスキャナMicroQuickは、一般的に粒子種類と粒子径・粒子数が表示され、部品清浄度コードで合否を判定することができる。しかし、光学顕

微鏡やスキャニング方式を含む画像解析では、ハードウエアやソフトウエアが高いレベルにあったとしても、材質特定は推測の域をでない。あくまでも光

学式は粒子径と計数が検査ツールであることを理解しなければならない。 

 VDA19改訂版は、安価なパーティクルスキャナ装置や簡易な器具を用いた清浄度検査結果において、より良い同等性を示す前進となった。また、50µm

以上の粒子がVDA19の標準清浄度分析対象となり、25μm以下の小さい粒子分析は部品単体での検査においてあまり重要ではない、という見解を

VDA19のワーキンググループは示している。 

 

▼ パーティクルスキャナMicroQuickでの部品洗浄度の一般的な表示
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クリーンルームや製造環境の清浄度管理において、落下し製品に付着する15µm以上の粗大粒子を常時監視することで、製品の信頼性向上に貢献します。 

 

クリーンルーム清浄度クラスISO14644-1での管理は、浮遊粒子（0.1-5µm）を 

エアーパーティクルカウンタにより測定するのが従来の方法である。 
  

当社が今回リリースする落下粒子パーティクルモニタ「APMON」は、製品表面 

に付着し、品質の信頼性に影響を与える15µm以上の粗大粒子をリアルタイム 

に計数することで、より高いレベルでの品質・信頼性向上に貢献する。 
  

従来は、落下粒子を採取プレートなどに堆積させ、目視に近い装置や顕微鏡 

などで測定・解析してきた。しかし、この落下粒子測定では、結果を見るだけで、 

リアルタイムのリスクを評価できず、出荷製品とのトレースが取れない。 
  

「APMON」は製品の製造局所に設置し、品質に影響を及ぼす落下粒子の常時 

監視を可能にした。15-1000µｍまでの粒径毎の粒子をリアルタイムに計数する 

だけでなく、一定時間の堆積数を算出してくれる。発塵警報やクリーニング後の 

効果計測にも利用できる。 
  

落下する粗大粒子は、主に人間から発生するケースが多い。 

それ故、「APMON」はクリーンルーム用ロボットを使用するウエハ製造などの 

清浄度レベルISO 1-5級といった環境よりも、人間が作業するISO 6-9級程度の 

環境、または準クリーンルームなどで求められる技術である。 

これは、例えば5-100µmが性能に影響する精密部品・自動車部品製造工程に於

いても有効な監視技術であり、半導体、塗装環境、精密成形・組立、食品飲料、 

薬品・医療など様々な分野において、海外では既に導入が進み、評価されている。 
  
 

日本初 落下粒子パーティクルモニタ  「APMON」 
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ネット及び新聞記事により2021年度以降燃費規制がハイブリッド車でも厳しくなり輸出出来なくな

る？！ 



 プリウスに零芯アルミホイール装着事例で、

ヨーロッパ及びアメリカ実質燃費規制にも現状

で対応可能の結果でる！！                              

JC08モード37km/Lのプリウスで、温度環境（季

節）により大きい変動は有るが、オートエアコン

使用室温 ２５℃環境で、高速及び一般道にて

実質燃費26km/L～33km/Lを達成出来ました。 
 

プリウス 零芯アルミホイール装着

  

アリオンに零芯アルミホイール装着走行事例

にてJC08モー19.2km/Lのカタログ値に対して、

オートエアコンにて２５℃に室内温度設定にて

1年間の実質燃費19km/Lを達成！！                            

プリウスと異なり、環境（温度）による大きな燃

費差は感じられず、ハイブリッドとは異なる通

常エンジンの良いとこが確認出来ました。 
 
 
 

アリオン 零芯アルミホイール装着

  

 加工機回転部（スピンドル、ツーリング、砥石フラン

ジ,etc)に「零芯維持装置」を装着する事により、回転部セ

ンター振れを限りなく零に維持し加工負荷変動に対して、

錘と半径距離と回転力により零芯を許容維持する許容値

を設定する事が可能である。即ち加工負荷に対して適切

な零芯装置の提案が可能で加工現場のNC機械＋職人技

が無ければ良い仕事が出来ないとの世界常識であるが、

「零芯維持装置」を装着すれば無人にてNCデーターのみ

で補正レスの仕上げ加工が可能になります。 
 

 結果摺動部、刃物、砥石等が均等摩耗し寿命が伸長す

る。又振動及び稼働音も低く静かになり、機械加工精度の

向上及び機械寿命も伸長し、消費電力も少なくなり、結果
零芯維持装 零芯維持装
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世界最高水準の高負荷容量と高速回転性能を実現！ 

■「自動車用ULTAGE（アルテージ）*円すいころ軸受」（新商品） 
 

◇商品概要 

 軸受内部の最適化により世界最高水準の高負荷容量と高速回転性能を実現した 

円すいころ軸受です。 

  

 自動車の高出力化に伴う負荷の増加や軽量化したハウジングの剛性低下に伴う偏荷重の 

増加などトランスミッションやデファレンシャルに使われる軸受には近年過酷さを増す使用 

条件に対応できる高い荷重負荷能力や省燃費化と高効率化のための低トルク化、低昇温に 

よる高速回転性能が必要とされています。 

 今回開発した「自動車用ULTAGE円すいころ軸受」は、転がり疲労寿命を最大化する 

円すいころ形状の最適設計技術により、従来品比1.3倍となる高負荷容量を実現、軸受 

定格寿命も2.5倍以上に向上いたしました。ころと内輪及び保持器とのすべり接触部の形状 

最適化により、許容回転速度も約10％向上、世界最高水準の高速回転性能を実現しています。 

 また、ＮＴＮ独自の熱処理加工を組み合わせた高機能タイプでは、耐焼き付き性に優れ、 

軸受定格寿命を従来品比3.8倍以上に向上しています。 
 

◇特長（当社従来品（円すいころ軸受）との比較） 

①世界最高水準の高負荷容量：基本動定格荷重1.3倍 

②長寿命：軸受定格寿命：2.5倍以上 

       高機能タイプ（ＮＴＮ独自の特殊熱処理加工品） 3.8倍以上 

③世界最高水準の高速回転性能：許容回転速度10％以上 
 

◇用途 

トランスミッション用軸受、デファレンシャル用軸受、アクスル支持用軸受 
 
 
 

近年の自動車の省燃費化や高出力化、さらにエンジンの小型化などに伴い、自動車用軸受にはさらなる低トルク化、高負荷容量、高速回転性能などへのニーズが高

まっています。さまざまなニーズに対応する新商品・高機能軸受3商品をご紹介いたします。 

「自動車用ULTAGE円すいころ軸受」 

外輪 

保持器 

ころ 内輪 

円すいころ形状の

最適化により接触

面圧を均一化 

形状最適化

により温度

上昇抑制 

*ULTAGE（アルテージ）は、究極を意味する【Ultimate】とあらゆる

場面での活躍を意味する【Stage】を組み合わせた造語で世界最

高水準の当社の新世代軸受のシリーズ総称です。 



標準サイズ（6203）で外輪回転1分間20,000回転まで対応！ 

■「高速回転対応プーリ用軸受」（新商品） 
 

◇商品概要 

 軸受内部の設計および構成部品の最適化により外輪回転で、当社従来品比約1.3倍となる 

1分間に20,000回転まで対応可能なプーリ用軸受です。 

 自動車エンジンの補機ベルトに用いられるプーリ用軸受は近年のダウンサイジング技術に 

よるエンジンの小型化やISG搭載車の増加により、エンジン補機類のレイアウトが複雑化し、 

プーリ用軸受には、高速回転性能や耐冷時異音、さらなる低トルク化が求められています。 

今回開発した「高速回転対応プーリ用軸受」は、保持器とシールの最適設計により、高速回転 

時のシールリップ部の発熱や保持器の変形を抑え、1分間に20,000回転まで対応が可能と 

なりました。 

また、グリースや熱処理の見直しにより低温特性を向上させながらも耐脆性はく離特性を維持 

しています。同時にシール形状やグリースの最適化により、回転トルクも従来品比10％低減 

を実現しました。 
 

◇特長 

①高速回転：外輪回転で20,000min-1 （当社従来品比約1.3倍） 

②耐冷時異音（-40℃）：冷時異音なし 

③低トルク：回転トルク10％低減 

※耐脆性はく離性、高温耐久性は従来品同等 
 

◇用途：プーリ用軸受 
 
 
 

非接触タイプシールに匹敵する低トルクを実現！ 

■「超低フリクションシール付玉軸受」（新商品） 
 

◇商品概要 

 独自形状の超低フリクションシール採用により、従来の接触タイプシールより 

回転トルクを80％低減したトランスミッション用の超低フリクションシール付玉軸受です。 

  

 トランスミッション用軸受には、トランスミッション内に発生するｷﾞｱの摩耗粉など硬質異物の 

軸受侵入による軸受寿命の低下を抑制するため従来は接触タイプシールの適用が標準的でしたが、 

回転時に引き摺りトルクが発生するという課題がありました。また、ＥＶやＨＥＶなど高速回転が 

必要な用途においては、シール部も周速限界の制約があり、接触タイプシールの適用は困難でした。 

 今回開発した「超低フリクションシール付玉軸受」は、シールリップのすべり接触部に円弧状（半円筒状） 

の微小突起を等間隔に設けた接触タイプシールは、回転時に微小突起によるくさび膜効果により 

シールと内輪のしゅうどう面に油膜が形成され、引き摺りトルクを大幅に軽減、従来品比で回転トルク 

80％低減を実現しています。 

 さらに潤滑油を通しても軸受に有害な硬質異物の侵入は防ぎ、軸受寿命も確保しています。  
 

◇特長 

①回転トルク：80％低減（当社従来品（接触タイプシール）比） 

②異物潤滑下寿命：5倍以上（当社従来品（シールなしタイプ）比） 

③シール周速：50m/s以上（当社従来品（接触タイプシール）比2倍以上） 
 

◇用途：トランスミッション用軸受、デファレンシャル用軸受 
 
 
 

「高速回転対応プーリ用軸受」（左）と、プーリ圧入後（右） 

「超低フリクションシール付玉軸受」 

開発シール（カット図）に設けた 

半円筒状の微小突起 

（上カット図では5か所） 

開発品の断面図 
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今後、自動車の駆動・制御においてさらなる普及が見込まれるバイワイヤ制御に不可欠な、汎用性の高い「電動モータ・アクチュエータ」シリーズを開発いたしました。 

車載コンポーネントで適用できるスマート電動アクチュエータ 

■「電動モータ・アクチュエータ」シリーズ 
 

◇商品概要 

 近年急速に進む、駆動・制御をサポートするさまざまなシステムの普及拡大に伴うバイワイヤ制御 

を中心とした電動化に向けて、コア技術である軸受やボールねじの製品技術とモータの設計技術、 

車両制御のための電子制御技術とを組み合わせ、「電動モータ・アクチュエータ」としてシリーズ化 

しました。構成部品や緒元を共有化し、形式やサイズにバリエーションをもたせたラインナップにより 

個別設計が不要となり、開発期間の短縮やコストの削減が可能となります。 

  

◇特長 

 適用アプリケーションに合わせ、モータの軸配置別に「BIIシリーズ（平行軸タイプ）」「BIIIシリーズ 

（同軸中空タイプ）」、さらにモータのみのSPシリーズをラインナップ。これらの要素技術をベースに、 

機能モジュールを組み合わせた提案も行い、クルマ全体のなめらかな動きをサポートします。 
 

・アクチュエータ：BIIシリーズ（平行軸タイプ） 

－DCモータとNTNボールねじの組み合わせによる直動アクチュエータユニット 

－高出力モータと遊星減速ユニットの組み合わせにより、推力アップに対応 

－樹脂製ハウジング採用による軽量化 

－パーキングブレーキなどに対応可能な、逆入力回転防止ユニットの搭載が可能 

－大推力に対応可能なアドオン減速機ユニット 

－非接触リニアポジションセンサ内蔵 
 

・アクチュエータ：BIIIシリーズ（同軸中空タイプ） 

－モータの中空部に直動機構や減速機構等を配置したコンパクト設計 

－マグネットとコアの重ね合わせ構造により、サイズ・トルク・出力を最適化 

－モータの主要構成部品であるマグネット、コイルを共有化 

－非接触リニアポジションセンサ内蔵 

－仕様に応じたカスタマイズも可能 
 

・モータ：SPシリーズ 

－3タイプ、6型番（計18型番）をラインナップ 

－型番ごとに省電力、標準、高出力仕様を設定 

－仕様に応じたカスタマイズも可能 
 

◇用途例 

四輪、二輪用車載アプリケーション対応電動モータ・アクチュエータ 

・小型シリーズ：エンジン用の各種電動バルブ、電動スロットル 

・中型・大型シリーズ：クラッチ、シフト、ブレーキ、電動ポンプなど 

アクチュエータ：BIIシリーズ（平行軸タイプ） 

アクチュエータ：BIIIシリーズ（同軸中空タイプ） 

モータ:SPシリーズ 
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将来、運転支援などのため車車間や路車間で通信するコネクテッドカーが増加すると見込まれており、車載電子機

器は、これまで以上に車内外で発生する多方向からの多様な電磁環境に曝されます。車載電子機器は、自動車の

安全・安心のためにいかなる電磁環境下においても、故障や誤動作なく正常に動作することを事前に確認しておく

必要があります。従来の電波暗室では、一つの方向からの電磁波に対する耐性試験しか行えませんでしたが、新

設したリバブレーションチャンバーでは室内に電磁波を持続的に反射反響させるための電磁波攪拌装置を設置して

おり、実環境下に近い多方向からの電磁波耐性試験が可能となっています。 

※ ALSE：Absorber-lined shielded enclosure 

  RVC：Reverberation chamber 

■準自由空間 

■一方向、固定偏波面の照射 

  （水平・垂直） 

■全面反射の環境試験 

■ランダムな電磁波照射 

■全方向からの照射 

従来法（ALSE） 多方向電磁波環境試験（RVC） 
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弊社は、真のサウンドデザイン(Veridical Sound Design)を実現する為に、①音源編集・分析ツール"LEA"、②バーチャルサウンド体験ツール
"GeneSIMU"、③エンジン音特化型サウンド再生モジュール"ASD(Active Sound Design)"の3ツールを提案しています。 
 基礎となるソフトウェア"LEA"は録音された音源をまるでペイントソフトで画像を編集している様に編集することと、独自の3D音響再生ロジック
によって、環境をリアルに再生することを実現したソフトウェアです。これを利用して頂くことで、今現在の立ち位置の分析と目指すべきサウンド
のあり方を現実に近い再生環境でデザインする事が可能となります。 
 

 音は常に物体の個性を形成する重要な要素であり続けています。太鼓の音、テニスボールを打つ音、剣がぶつかり合う音、世の中には音を

聞けば何の音が鳴っているか分かる物であふれています。 

 くるまの世界ではつい近年まで、静粛であることを長らく求めてきましたが、昨今では、音を聞いただけでそのメーカーを連想させるような、音

に個性を持たせる取り組みが始まっています。例えば、ドイツの自動車メーカーのCM音楽やアメリカのバイクメーカーのエンジン音など、聞かせ

たい音を強調し、聞かせたくない音を無音に近づけることで、音に個性を持たせ、企業理念や行動指針の共有やロゴによる視覚意識の統一と

は別の、コーポレートアイデンティティの構成要素として、音が企業のブランディング戦略に貢献している事例が注目されています。 

 製品から出るサウンドから企業や製品の優れた特性や独自性をユーザーに認識していただく為には、企業イメージに沿うサウンドコンセプトを

定め、長期にわたって同質のサウンドを生み出し続ける、本当の意味でのサウンドデザインが必要です。 
 しかし、これまでは”企業イメージに沿う音とは何か”を検討する行為にうまくマッチするサウンドデザインツールが存在せず、コンセプトを作り
出すこと自体が非常に困難でした。というのも、サウンドデザインは音源の録音、加工、数値分析、再生・評価すべてを駆使し、官能評価試験と
組み合わせてサウンドの方向性を定める行為ですが、これまでのサウンド系ソフトウェアでは、分析は出来ても加工や再生は出来ない、加工や
再生は出来ても分析は出来ない、音源の数値的表現と官能評価結果を総合的に分析する事が出来ない等、目的にマッチしたツールが存在し
なかった為です。 

録音 
心理音響分析 

サウンドデザインにおける課題 

背景 

Veridical Sound Designの実現 

分解+編集+合成 録音 再生 



ライティング サウンド 

 次に、"GeneSIMU"は、LEAが持つ優れた3D音響再生技術を使用し、視覚情報のみに頼っていたバーチャルリアリティの世界にサウンドも
含めた形で環境の再現に成功したツールです。これを利用する事で、エンジニアは試作品を製作することなく視覚的、聴覚的な効果を確認
する事が可能となり、製品開発における試作レスの潮流をより着実なものへと推し進めています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 そして、"Active Sound Design"は、エンジン回転数と設定されたサウンドを同期させて車載スピーカーから可変再生する製品GeneBOXと、可
変再生させるためのサウンドを作成するツール群で構成されたパッケージ製品で、車室空間で聞こえるエンジンの音をカーナビパネルから
の選択で任意に変更する事が出来るツールです。サウンドデザインの効果を確認する実験的な用途はもちろん、エンドユーザー向けのサー
ビスとしての実績もあるユニークな製品です。 
 

  
 弊社ではこれらの特徴的なツールを元に、光学解析技術を基礎とした見栄えシミュレーションとの融合など、さらなる技術展開を推進して
いく予定で、やがてくる電気自動車時代やバーチャル開発プロセスにおいても必要不可欠なソフトウェアとなる事を目指しています。 

展開と発展 



✓ ✓



✓ ✓



✓ ✓



✓ ✓



✓ ✓

ジェイテクトが1988年に世界で開発・量産に成功した電動パワーステアリング。現在でもグローバルシェア約30%でトップシェアを誇り、EV、HEVには欠かせな

い存在であり、ガソリンエンジン車の低燃費化にも大きく貢献 

・C-EPS 

1988年に世界に先駆けて開発・量産に成功した駆動製品。4輪駆動車の走行状況に合わせて前輪と後輪のトルク配分を最適化して4輪駆動車の燃費向上に

貢献。 

・ITCC 

ギヤ式のLSDとしてジェイテクトが唯一持つオンリーワン商品。動くスケルトンカーでは主にFR車に採用TORSEN Type-Bを紹介。 ・TORSEN 

ガソリンエンジン車の低燃費化技術、アイドルストップに欠かせない電動オイルポンプ。エンジン停止時もトランスミッション内にオイルを循環させ、スムーズな

再発進を実現。 

・EOP 



✓ ✓



✓ ✓



✓ ✓



✓ ✓



✓ ✓



✓ ✓



✓ ✓



✓ ✓



✓ ✓

マルチフィジクスシミュレーション

ツール 

制御ツール 

シミュレーションによるシステム評

価 

物理ドメイン 

ライブラリ 

アプリケーション 

ライブラリ 

PFC, 

PID, … 

システムデザイン 

MBSEツール 
マルチポイントオブビューモデリングツール 

（要求、アーキテクチャ、テスト…） 

Quality 

Knowledge 

 

 

Authoring 
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✓ ✓

金属３Ｄプリンタを用いることで従来の複雑な工程を短縮し、試作開発期間を大幅に短縮できます。（e.g. トルクコンバーター従来3カ月→金属3Dプリンタ適用で14時間!） 

自動車業界では既存工法から、金属造形への置き換えが急速に進んでおります。 

■自動車部品での適用例 
 

解析ソフトの発展とあわせ、従来工法では製作出来なかっ

た形状でのモノづくりが可能になり、大幅な軽量化や燃費

性能の向上の実現につながっており、特にレーシング用の

部品ではいち早く適用が進んでいます。 
 

（熱交換器） 複雑な流路設計により軽量化とともに、冷却性

能を飛躍的に向上させます 

従来、欧米諸国にリードされてきた金属3Dプリンティング技術ですが、近年は日本国内でも自動車分野で適用が進み急速に進化しています。

①最終部品への適用例 

■金型・治具での適用例 
 

（タイヤ）従来の複数工程の製作から、ダイレクトに金型自体を出力可能です。従来工法で実現出来

なかった溝形状を造形することでタイヤそのものの性能も向上させることが出来ます。 

（射出）冷却水管を3次元的に配置して、金型の冷却効率を向上させることで、サイクルタイムを短縮

するだけでなく成形品の変形も抑制することができます。 

（治具）アタッチメントの部分のみを金属造形に置き替え、治具製作のLT・コストを削減できます。 

熱交換器 

タイヤの金型 射出成型の金型 治具 

②開発試作への適用例 

■その他補給部品での適用例 
 

生産終了した機種への補給部品に金属造形を用いることで、金型保管・管理コストを削減する事が出来ます 

ターボチャージャーハウジング トルクコンバーター 分岐管・パイプ / 厚モノ / 絞り板金 / 薄板部品 



金属3Dプリンター ProX DMP ™300 

ワークサイズ：250×250×300mm / レーザー出力：500W 

金属3Dプリンター ProX DMP ™200 

ワークサイズ：140×140×100mm / レーザー出力：300W 

当社取扱い金属3Dプリント材料 

鋼材：マレージング鋼 / 17-4PH(SUS630) ニッケル合金：インコネル 718 非鉄合金：コバルトクロム合金 / チタン合金(Ti6Al4V) / アルミ合金(AlSi12) 

当社取扱い金属3Dプリンター 

ダントツの解像度 

ProX300の造形能力を数値化したサンプル（面粗さ：Ra5μm・密度：99%台後半） 

当社の取組み 



SOLIZEは米国3D SYSTEMS社の正規販売代理店として、光造形機、粉末造形機、金属造形機を取り扱っています。 

1990年に3Dシステムズ社の造形機を導入し、日本でいち早く光造形の試作サービスを開始。その後も、最新の造形機の導入や、キャパシティの拡張を行い、現在では光造形

機17台、粉末造形機13台、金属3Dプリンター8台、3Dプリンター2台と国内最大のキャパシティを誇るRPサービスビューローとなっています。 

そのため、SOLIZEは単なる装置販売だけではなく、サービスビューローで培った生産技術のノウハウを有効活用し、装置を導入いただく際には、お客様のニーズに合った生産

技術のご提供も可能な販売体制となっています。また、装置販売だけではなく、各種材料販売ならびにメンテナンスサービスも行っています。 

 

新樹脂材料（ACCURA Phoenix） 

高耐熱・高透明材料のニーズが高く、SOLIZEは3Dシステムズ社からリリースされた「ACCURA PHOENIX」を導入しています。 

「ACCURA PHOENIX」は、130℃以上の耐熱性と高透明を両立した業界唯一の材料です。 

自動車のエンジンルーム内の温度環境にも耐え、幅広い幅広い用途に利用可能です。 



✓ ✓



✓ ✓



✓ ✓



✓ ✓



✓ ✓

従来のドライブシャフトのトルク測定は、実験車両のシャフトにひずみゲージを接着し、テレメータ送信機を取り付けて結線作業
を行ってから測定開始となります。また、実験終了後にはひずみゲージの除去、現状復帰に多くの時間を要しておりました。 
摩擦型トルクセンサシステム は摩擦型ゲージとデジタルテレメータを一体化した当社独自の製品です。摩擦型ゲージは接着作
業が不要で、シャフトに挟み固定するだけで設置が完了し、内蔵のデジタルテレメータにより即座に測定が開始できます。また、
取り外しも容易で繰返し利用が可能です。 

適用シャフト径としてφ20～30mm、φ30～40mm、φ40～50mmの3モデルを用意しております。 

● 世界各国で規格統一された無線仕様の2.4GHz帯を使用※ 

● 摩擦型ゲージを用いているため接着不要 

● デジタル送受信システムの採用でノイズに強く配線作業が不要 

● 使い易い充電式 

● スリープ機能搭載 
 

※FGDH-3A は、日本および中華人民共和国で認証を取得しております。 

※FGDH-3A-30/40およびFGDH-3A-40/50は、日本で認証を取得しております。 
 

FGDH-3A 

ドライブシャフトへ取付けて走行 

FGDH-3A-30/40 

FGDH-3A-40/50 



✓ ✓

マルチレコーダシステムTMR-300シリーズは目的に応じて各種センサ入力用の測定ユニットを容易に組合せることができる小型

多チャンネルデータ収録システムです。100kHzの高速サンプリングで、ひずみ、直流電圧、温度などを1台で最大80点の測定が

可能です。 

各種測定ユニットは、連結して省スペースで設置できるだけでなく、分散させて設置することも可能です。各種センサの近傍にユ

ニットを設置できるため、接続ケーブルの省配線と低コスト化を実現します。 

また、内蔵の無線LANを用いることで、タブレット型パソコンで操作やモニタ表示が可能となります。 

新製品： マルチレコーダシステム TMR-300シリーズ 

特長 

● 豊富な各種センサ測定ユニットの組合せが可能 

● 高分解能（0.1×10－6ひずみ）モードを搭載 

● 100kHzの高速サンプリング 

● 測定点数最大80点 （同期測定時最大320点） 

● コントロールユニット間 最大100mの分散接続 

● コントロールユニット - 測定ユニット間最大100mの分散接続 

● 車載に適した耐振性と小型サイズ 

● DC電源駆動により車載に最適 

● 電源ダウン時のデータリカバリおよび停電復帰時の測定再開機能 

● SDカード（最大32GB）のデータ保存 

● USB（2.0）およびLANインターフェース搭載 

● 無線LANを内蔵 （国内のみ） 

● 頻度処理などの各種演算機能 （オプション） 

● LAN接続によるパソコンへの長時間記録モードを搭載 
 



✓ ✓

＜東陽テクニカブースイメージ （ブース番号：220 ）＞ 

ハブ結合式シャシダイナモメータシステム 「ROTOTEST Energy」 
 
＜スウェーデンRototest社＞ 

自動車業界における実車両を用いた燃費測定や振動騒音試験に不可欠な試

験装置。 

ステアリングを操作しながら実走行模擬が簡便にできる、台車機構の可搬式。 

専用試験施設が不要で、高い再現性を実現できる試験装置として、より安価で

短期間に導入することができる。 

ドア開閉エネルギー計測システム 「EZ Slam2」  
 
＜米国EZ Metrology社＞ 

自動車ドア評価に必要なパラメータを全て同期して計測し、かつ計測パラメータ

を全てエネルギー値に変換することができる世界で初めて*の計測システム。 

ドアの構成パーツごとのエネルギー分布を瞬時に解析し、自動車ドアの開発時

間を飛躍的に短縮させる。 
 

東陽テクニカが日本で 「独占販売しているユニーク」 な製品 

“はかる技術”のプロフェッショナルとして、東陽テクニカは60年以上にわたり、 

海外の優れた電子計測機器・サービス・技術を企業、研究機関、大学に提供、 

現在は自社開発にも注力し、最先端の計測ソリューションをグローバルに提供 

しています。 

自動車業界に対しても、機械制御、情報通信、電動化など多様な計測機器と 

技術を世界からいち早く、日本のエンジニアへ紹介してまいりました。 

 

 

今回は、先端技術領域である 「自動運転」 「コネクテッドカー」 「電動化」 や、 

自動車開発における重点課題である 「安全性」 「快適性」 「信頼性」 などに関する 

“統合的な最新の自動車計測ソリューション” を 

豊富な経験と知見、ノウハウに基づいてご紹介・提案いたします。 

 

「人とくるまのテクノロジー展 横浜」で、初めて一般披露した 

ハブ結合式シャシダイナモメータシステム「ROTOTEST Energy」をはじめ、 

計測機器と実車両を組み合わせて展示します。 



「コネクテッドカー」  に対応した製品 

「コネクテッドカー」に対応した製品 

車車間/路車間通信シミュレーション 「V2Xエミュレータ」 
 
＜米国Spirent Communications社＞ 

つながるクルマ（コネクテッドカー）に必要なV2X ECU上で動作するセーフティ 

アプリケーションの機能検証とベンチマークテストが行えるテストベッド。 

実環境の交通シナリオをラボ環境でシミュレーションすることを可能にし、コスト

削減、再現性、安全性を提供。様々な開発フェーズで機能検証と性能テストに

利用できる。 

EV急速充電の標準規格“CHAdeMO”に対応した 

「CHAdeMOアナライザ／シミュレータ」  

 

＜ドイツcomemso社＞ 

EV充電器（EVSE）と電気自動車（EV）の間にインラインに挿入することにより、 

従来別々に測定しなければならなかった、EVSEとEV間で充電中にやり取りされ

る制御信号と、回路を流れる電流／電圧を同時に計測することができる画期的

な充電アナライザ／シミュレータ。 

「自動運転」に対応した製品 

非接触式視線計測システム 「SmartEyeProシステム」 
 
＜スウェーデンSmartEye社＞ 

自動運転において、ドライバの状態監視の必要性が世界中で高まっており、 

“自動運転⇒手動運転”の切り替え時に、ドライバが安全に運転可能な状態か

を判定するシステムが必要と考えられ、また、ドライバモニタリングシステムのカ

メラを用い、居眠り検知やわき見検知などドライバの運転状態の検知を行うこと

が今後一般的になると予測される。非接触カメラ方式視線計測システム（Eye 

Tracking System）により、ドライバモニタリングシステムの開発に必要な計測が

可能となる。 

「EV（電動化）」 に対応した製品 「自動運転」 に対応した製品 

「安全性・信頼性」  に対応した製品 

「安全性・信頼性」に対応した製品 

リバブレーションチャンバ 「SMARTTM」 
 
＜米国ETS-LINDGREN社＞ 

全周囲を金属反射面に囲まれたシールドルーム内部に取り付けられたチュー

ナー（又はスタラー）と呼ばれる金属製の撹拌板を回転させることにより等方性

の均質な電界フィールドを発生させる。近年の複雑化したマルチパス伝播によっ

てつくられる電磁障害環境に類似した試験環境を効率的に再現できるため、自

動運転に向けた安全性・信頼性試験に有効。 

 



✓ ✓

１．オンリーワン技術 

従来、DIP塗工（液層に浸す工法）を用いたハードコート加工では、液溜まり発生等により、 

塗膜不均一となる問題から大型化は困難とされていました。 

これに対し自社塗料による粘度調整と塗工・搬送技術等の条件設定により、

1000mm×300mmサイズの成形品まで均一塗工する技術を確立しました。 

更に、真空蒸着法によるAR(反射防止)コートも独自の条件設定により高耐久性を持たせな

がら1000mm×300mmサイズまで可能となりました。 

２．技術説明 

大型DIP装置 

・高い耐擦傷性が必要な部材にハードコート加工 

 （UV硬化型の有機・無機ハイブリッド塗料） 

・大型成形品形状へ均一な膜厚塗工が可能 

・クリーンルーム環境で高品質を実現 



大型連続真空蒸着装置 

・高い視認性が必要な部材にARコート加工 

・真空蒸着による仕様に合わせた特性調整が可能 

・樹脂向けに高耐久なARコートが可能 

３. 技術、製品へのこだわり 

自動車で使用されているプラスチック材は、軟らかく傷つきやすい課題があります。 

当社は、高い擦傷性を持ち、防汚性能を有した有機・無機ハイブリッドハードコート剤の開発

に成功しました。 

さらに、1m幅サイズまでの成形品を均一に塗工するDIP塗工技術を確立させました。 

これまで、このサイズのDIP塗工は困難とされていましたが、試行錯誤の上、独自の条件設

定により装置を完成させました。 

また、従来から得意であった樹脂へのARコートにおいても、数年かけて、より高耐久なAR

コートを1mサイズまで加工できる装置、条件を完成させ、ハードコート＋ARコートを一貫し

て加工できる設備、条件を確立できました。 
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1. 背景：デフロックの役割 

デフロックがない車両で、例として片輪が泥濘地にはまった時のエンジン動力の流れを

図１に示す。摩擦力の低い泥濘地側のタイヤは空転し、エンジン動力は空転している

タイヤ側へ逃げてしまうので車両は前へ進めなくなる。デフロックを一時的に作動させ、

左右のアクスルシャフトをつなげるとエンジン動力は摩擦力の高い路面に設置してい

る方のタイヤにも流れるので車両は前へ進み泥濘地から脱出できる。 
 

2. Eaton MLockerの特徴 

・運転手の操作不要。片輪がスリップすると自動的に左右のアクスルシャフトをロック。 

・100%機械式。配管・配線不要。 

・機械式でありながら、高速走行時は作動させない等のフェールセーフ付き。 

・メンテナンスフリー。特殊オイル不要。 

・高い信頼性。米国にて約半世紀の実績。 
 

3. Eaton MLockerの構造・作動 

図２にMLockerの構造を示す。左右のアクスルシャフトをロックするためのClutch Pack、

それを作動させるEngagement Mechanism, Lockout Bracket 等からなる。 

図１ 片輪が泥濘地にはまった時の動力の流れ（デフロックなし） 

① 普段は通常のディファレンシャルギヤとして作動。左右のタイヤは、カーブ等では

内輪差によって各々適した回転数でまわり、エンジン動力を路面に伝達する。 

② 泥濘地や窪地で片輪が脱輪などをするとタイヤが空転する。タイヤの空転により

左右タイヤの回転数には大きな差が発生する。 

③ アクスルシャフトと歯車を介してつながっているEngagement Mechanismが高速で

回転。回転の遠心力によって羽根部分が開く。（図３） 

④ 遠心力によって開いたLocking Mechanismの羽根部分がLocking Bracketにひっか

かることでCam Plateが作動し、Clutch Packが押され、左右のアクスルシャフトが

Clutch Packを介してつながった状態となる。 

⑤ 悪路を脱出したのちはバネなどにより自動的に非作動状態に復帰。 

図２ MLockerの構造 

図３ Locking Mechanismの非作動・作動状態 

非作動 作動 

Locking Mechanism 

Locking Bracket 
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化石燃料の大量消費による二酸化炭素（CO2）排出は地球規模の温室効果を誘発し世界的な気候変動への懸念が強まっている。 
欧州では2025年に極めて厳しい自動車向けCO2排出規制が導入される一方、途上国での自動車需要は今後も増加が考えられ、2030年時点でも生産台数の
およそ90%が従来型の燃焼系エンジンを搭載すると予測されている。 
自動車における現在のエネルギーシステムは化石燃料を中心に構築され、その約60%は未利用のまま排熱として捨てられている。 
こうした中で、捨てられている熱（排熱）を電気に直接変換して電気エネルギーとして再資源化する取り組みが世界的に活発化している。 
既に2010年以降、米国エネルギー省プロジェクト、そしてEUプロジェクトとして大規模研究プロジェクトが行われ、2015年時点で多くの実証データを得るに至っ
ている。 
 
熱機関から排熱を電気エネルギーへ再資源化する省エネルギー技術には、タービン、スターリングエンジン、熱電変換材料による方法等があり、工業炉排熱
や船舶、自動車排熱等への適用に向け実用化技術開発が積極的に推進されている。 
 
排熱発電コンソーシアムではこれらの技術のうち熱電変換材料に関する技術の連携開発・展開・実用化を主目的としている。 
 
熱電発電では熱起電力をもつ半導体材料（熱電変換材料）に温度差を与えることで、熱を電気に 
変換する。 
熱電変換モジュールは熱電発電デバイスの中心部品であり、このモジュールは熱電変換材料から 
なる素子によって構成されている。 
 
今回展示している熱電変換モジュールは、シリサイド系（Mg2Si、MnSix）、BiTe材料のペルチェ 
モジュールの２種類である。 
それぞれ、ターゲットとなる温度域や特性は異なるため、特性を見極めた上で一番最適なモジュー 
ルを使用することが熱電発電を利用する上で重要である。 
 
 
排熱発電コンソーシアムのブースには熱電変換モジュールのほかにも周辺技術であるコンバーター、 
さらにユニット化した自動車向けの熱電発電ユニットの試作品も展示している。 
また、近年実用化実装開発が行なわれている排熱発電センシングシステム関しても自動車エンジン 
排気系とバイオマスボイラーへの実装および実証成果をポスターにて展示している。 
 
合わせて熱電変換モジュールでの発電の様子をデモ機にて実演もしているので、是非一度ブースを 
覗いてもらいたい。 
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■製品概要 

 小型9軸ワイヤレスモーションセンサ（加速度3軸、角速度3軸、地磁気3軸）を利用したデータロギングシステムです。ケーブルレスで構築できる為、ケーブルが邪魔になる

システムに最適 

   です。ナショナルインスツルメンツ製品とLabVIEWにより、アナログ信号やカメラ映像、CAN等の通信や音などと同期集録システムの構築も可能です。車載データロガーや

各種ECU・センサ 

■特徴 

 ✔ワイヤレスセンサにより、ケーブルレスで構築。 

 ✔ナショナルインスツルメンツ製品を利用することにより、カメラ・CAN信号などと同期収録も可能。 

 ✔Real-Time OSなら耐久試験にも利用可能。 

 ✔学習型アルゴリズムを利用し、普段と異なる振動を検出することにより、IoT設備予防保全にも応

用可能。 

■応用アプリケーション 

 ✔各ECU・センサ用データロガーシステム 

 ✔車載データロガーシステム 

 ✔各種ECU・センサデバイス用検査装置 

 ✔IoT設備予防保全システム 

◇システム構成イメージ 



応用例：異音判定装置 

応用例：設備予防保全支援システム 

■概要 

  エンジン等の組付不良、異品混入の異音を検出いたします。 

  統計学的手法を用いた学習型アルゴリズムを利用し、OK品との差異を 

  数値化することにより、不良品を判定・検出いたします。 
 

■構成 

  ✔ナショナルインスツルメンツ製モジュール計測器 

  ✔専用マイク 

  ✔特殊アルゴリズム解析エンジン 
 

■用途 

  エンジン・トランスミッション、CVTの稼働状態での、異音・不良品の判

別・検出 

■測定点設定 ■寿命予測 

■概要 

  生産設備の異常を検出、故障を予測いたします。 

  統計学的手法を用いた学習型アルゴリズムを利用し、普段の稼

働状 

  況との差異を数値化することにより、異常・故障を検出・予測い

たしま 

■導入メリット 

  ◇保守、保全担当者の緊急出勤の低減 

    ✔不測の事態を想定したスケジューリングの回避。 

  ◇保守パーツ・消耗品の在庫の平準化 

    ✔過剰在庫を回避。 

    ✔発注業務を適切化。 
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ワーク性能や評価を行う、多様な試験条件を複合的に集約した装置を製造します。
集約することにより、労働時間の大幅な削減と、収集データーの管理/運用が簡易に行えます。

株式会社広島　名古屋緑営業所

ワーク性能/評価/試験装置(複合装置の全自動受注装置)

技術要素事例 
  

〈ワーク〉 
 車載部品、熱交換器、新素材、ラジエーターホース、トランスミッション 
  

〈仕様媒体〉 
 ＬＬＣ、エンジンオイル、純水、熱媒材料、産業ガス、塩水・泥塩水、真空蒸気 
  

〈コントロール温度〉 
 －４０℃ ～ １０００℃ 
  

〈コントロール圧力〉 
 真空（高真空） ～ ４５ＭＰａ 
  

〈搭載技術〉 
 流体制御、圧力制御、温度制御、自動制御、情報収集、シーケンス、言語プログラミング 

弊社は、自動車・航空機産業 を中心とした、生産設備・評価装置・研究開発装置 を提供しています。 
  

機械/電気設計から、加工/組立まで、専門スタッフがお客様に喜ばれる提案と、良いものづくりでお答えします。 
  

「頼りになる」と言われることが原動力 株式会社 広島です。 
   

（本紙では、ワーク性能/評価/試験装置の実績をご紹介します。） 

 

裏面にて実績紹介 

労働時間の削減 

価格 

サポート 

自動制御 複合性能 

での精度 

特定安全規格 

ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛｰﾝ(単体装置)設備と広島製設備の特徴比

較 ≪㈱広島製設備≫ ≪ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛｰﾝ(単体装置)設備≫ 
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【ワーク 耐久評価装置】 
  

本装置はワークに対し、負圧と正圧を交互に最短３秒

（6sec/cycle）以内に加圧し、恒温槽と連動しワークへ

ストレスを与える評価装置です。 
  

パラメータを設定することにより、所定条件にて自動

試験を行い異常発生時は安全側へ自動停止します。 
  

各ラインに配置された圧力や温度などの収集デー

ターを、波形データーとして管理運用が出来ます。 
  

各ユーザーにて規定されている、規格・安全カテゴ

リーに適合させ、バラックベンチや構想図より性能を

保証する装置として提供します。 

名古屋緑営業所 

名古屋市緑区大高町字寅新田41番 

TEL 052-629-0020 http://hiroshima-web.com/ 
 
 

実績紹介 

【塩害浸水腐食促進評価装置】 
  

本装置はワークを吊り下げ、高温炉にて８００℃に加熱

し、その状態にて塩水へ浸水し、乾燥工程、再加熱工

程を自動にて繰り返す浸水腐食促進装置です。 
  

塩水濃度を監視し補給機能を搭載する事により、繰り

返し条件を安定させ精度の高い評価を行えます。 
  

パラメータを設定することにより、所定条件にて自動試

験を行い異常発生時は安全側へ自動停止します。 
   

各ユーザーにて規定されている、規格・安全カテゴリー

に適合可能です。 
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レーザー樹脂溶着で低コスト・軽量化を実現！
本装置はレーザー光により樹脂同士を溶着するものであり、従来の接合方法と比較して、溶剤管理の手間の削減や振動による内部部品のダメージ軽減をするこ
とが出来ます。また、ねじ等を使用しないためワークの軽量化・低コスト化が実現可能です。

株式会社広島

レーザー溶着装置全体

小型レーザー溶着装置 

どのメーカーのレーザーでも装置化します！ 
 
 

レーザー樹脂溶着とはレーザー光を使用し透過材と吸収材を組み合わせ境界面をレーザーの熱で融解させ

て接着させる工法です。 
 

レーザーを用いた樹脂溶着の品質は、レーザー溶着機本体の要素だけで決まるわけではなく、装置側にも

溶着品質を左右する重要な要素があります。 

溶着をする際には樹脂成形品に生じる『ソリ』や『ヒケ』を抑えて確実に密着させる必要があります。 

レーザ溶着をする際にはワークの形状や加圧する箇所を選んだり、均等に加重が掛かるように治具を設計

することで、安定した溶着が可能になります。広島であれば豊富なレーザー溶着機装置化の実績によるノウ

ハウを生かし高い溶着品質を実現する装置を提案可能です。 
 

また、㈱広島のレーザー溶着装置はレーザー樹脂溶着機をメーカー問わず装置化をすることが可能です。 

既に自動車関連会社、医療機器メーカーに多数納入実績があり、国内のみならず国外にもアメリカを始め、

約7か国ほどに納入しております。 
 

装置納入台数 
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レーザー発振器メーカーであるパナソニックデバイス

SUNX製レーザー溶着機を搭載したレーザー溶着装置

を製作し、展示会にて共同出展を行いました。 

㈱広島製レーザー溶着装置によるデモンストレーションの

広島単独出展時の様子 

レーザー溶着機の装置化に焦点をあて、展示会に 

単独出展をしました。来場者としてはレーザーメーカーを

始め、自動車メーカー・医療機器メーカー等が多く、エンド

自動車業界に数多くの納入実績あり。蓄積された独自のノウハウから、生産性・採算性の向上。 

さらに、低コスト化を可能にする装置を提案。構想+企画+現地調整からサポートします！ 
 
株式会社広島は、各事業部にプロフェッショナルが在籍しており、高い提案力があります。製品の開発や試作、製作、設備

化を自社で対応出来る社内体制があり、輸出設備は現地スーパーバイザーまで対応します。また、納入後のメンテナンス

まで責任を持って対応します。 
 

愛知県を中心に自動車、航空、大学などのサポート展開をしており、生産設備を始め各種実験装置を設計から現地での試

運転調整まで一貫して対応します。更に豊富なレーザー溶着装置納入実績を保有しており、そのほとんどが自動車関連に

使用されています。自社工場でラインごと引き受けることもでき、スタンドアローンの設備やインラインの設備を弊社技術者

が構想から現地試運転調整まで一貫対応が可能です。 

展示会出展実績 

名古屋緑営業所 

名古屋市緑区大高町字寅新田41番 

TEL 052-629-0020 http://hiroshima-web.com/ 
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             のご紹介  

光ファイバ1本で、広範囲なひずみ・温度計測を実現!! 

FBI-Gaugeは光ファイバをセンサとして活用した、ひずみや温度のセンシングシステ
ムです。光ファイバに沿って連続的に計測できるため、点計測だけでなく連続的で
広範囲な線・面計測が可能となります。大量のひずみゲージや熱電対を使用しない
ため、設置コストと設置時間を大幅に削減できます。 

積雪時のルーフたわみ試験 ホワイトボディねじり剛性試験 

エキゾースト温度分布計測 エンジンルーム内温度分布計測 ラジエータ温度分布計測 

自動車関連実施例 

FBI-Gaugeのメリット 
点計測ではなく線・面の計測が可能 
センサ重量が大幅に低減 

電磁波環境・火気厳禁環境で使用

可能 
自由なレイアウトで貼付可能 
 1本のセンサでひずみ、温度と多彩
な計測が可能 

ウォータジャケット 
温度計測 

溶接時のひずみ計測 

エアコン温度分布計

測 

オイルタンク 
温度/ひずみ計測 

座席周り温度分布計測 

インタクーラ温度計測 

樹脂射出成形金型 
温度/ひずみ計測 

ボルト締付時ボア変形計測 

CYL #1 

10mm 



             のご紹介  

Fuji Technical Research Inc. 

お問い合わせ 
株式会社富士テクニカルリサーチ 

 〒220-6215 
 神奈川県横浜市西区みなとみらい2-3-5 クイーンズタワーC15F 
  Tel：045.650.6650 Fax： 045.650.6653 
  Mail： fbig@ftr.co.jp 

レイリー散乱光 ｘ OFDR = 高速広範囲分布型計測 

波長可変レーザーを光ファイバに入射し、レイリー散乱光による特定波長の反射光を検出
します。ファイバの伸縮がおこった部分のみレイリー散乱光の波長が変化します。検出に
はOFDR方式を採用し、高速に広範囲にわたって計測が可能です。 

分光

器 

検出器 

光ファイ

バ 

波長可変レーザー光源 レイリー散

乱 

ファイバ内のレイリー散乱 

レイリー散乱光λ 

入射光

λ 

分

子 

カンチレバーひずみ計測例 

光ファイバを下写真のようなカンチレバー
（片持ち梁）の上面、下面に貼付し、 
先端に荷重をかけた事例。 
FBI-Gaugeではグラフのように 

ひずみ分布を計測することができます。 
 
① 上面は引張りによる正のひずみ 

② 荷重がかかっていない折り返し部分 
③ 下面は圧縮による負のひずみ 

① 

② 

③ 

荷重

F 

右図が実際に用いてる光ファイバセンサ 
直径 155μmと非常に細い。 

光ファイバセン

サ 
 直径155μm 

ひずみゲー
ジ 

10mm 

コイン直

径 
18mm 

波長に対し、1/10～1/1000サイズ
の分子による散乱光です。身近な
例は空が青いことなどになりま
す。 

光ファイバ内のレイリー散乱光の波長分布は、 

製造時の密度ムラや不純物によって決まります。 
出荷時に予め計測することによって、 
どの部分がどの波長分布かを取得しています。 
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✓ ✓
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<vADASdeveloperバージョン2.0の主な新機能紹介>

[図：データ融合を用いたvADASdeveloperによる検出物体の視覚化]



有 無

 ◆ 特筆すべきポイント (該当する場合のみ、✓を入れて下さい)  ◆ この技術が最終的に最も貢献する自動車開発の技術分野（ひとつだけ✓を入れて下さい）

□ 今回の発表が 世界初 の技術 □ 安全 □ 環境・エネルギー・資源 □ エンジン・トランスミッション

□ 今回の発表が 日本初 の技術 □ EV/HVシステム □ 実験・計測・車両開発・生産・製造 □ 情報・通信・エレクトロニクス

　※１００字程度 (例）～できるようになる。　～を実現する。　等々

  ◆ 上記の技術を一般メディアに分かり易く簡潔に説明するための補足情報を自由にご記入ください。

 ◆ 上記技術が自動車や自動車部品開発または自動車の一般ユーザーにもたらす具体的な価値(ベネフィット)を、端的にご記入ください。

超高張力鋼材、アルミ、CFRPなどの接合が可能になり、自動車の軽量化に貢献します。また、
自動車メーカーは、使用材料の選択肢が増え、一般ユーザーは、それにより、燃費向上の恩恵を受けます。

メディア（TV・新聞・雑誌　等）向けプレスリリース

企業名 ベルホフ　株式会社

 取材対象の技術名称 1600Mpa級まで可能なセルフピアッシングリベット、異種材質間接合 対象技術に関する展示物の有無

1600Mpaまで、リベット可能です。

溶接では不可能な、異種材質間および超高張力鋼材の接合が可能です。

欧州自動車メーカーでは、RIVSET, RIVTAC, ONSERTが広く使用されており、軽量化に大きく貢献しております。

＜採用事例の一部＞

ONSERT
(光硬化型接着方式）

RIVTAC
(タック打ち込み方式）

RIVSET
(セルフ・ピアス・リベット方式）

BMW (CFRP Body)
i3
i8

Mercedes Benz
SL, C, E

BMW 
7 Series

Audi
Q7
A8

Tesla
Model S
Model X

Porsche
Panamera G2

鉄＋CFRP

HDX



展示ブースでは、実際にリベット接合の仕組みをご覧いただけます。 お客様のご要望に合わせて、さまざまな設備をご提案をさせていただきます。

電動タイプ(RIVSET EH)

マガジンフィーダー
マルチブローフィーダー

（8台）

ハイテン材もリベットできる

ポータブルタイプ

油圧タイプ(RIVSET H)
軽量タイプCフレーム

オートダイチェンジャー

（ダイ8個を自動切換え）
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(SKYACTIV-VEHICLE DYNAMICS/G-Vectoring Control) 技術説明パネルのみ 

■新車両運動制御技術の考え方  

 ・これまで個別に制御されていた前後方向（エンジン）と横方向（シャシー）の動きを統合して制御 

   ⇒「エンジンはシャシーの一部、シャシーはエンジンの一部」という新概念を導入 

   ⇒これまでの常識を打ち破る、ブレークスルーの統合制御技術 
 ・減速・旋回・加速のつながりを滑らかにし、人馬一体感を進化 

■新車両運動制御技術の概要 (G-Vectoring Control) 

 上記考え方に基づき、その中心となる新たな協調技術を開発。 
 持てるハードウェアをフルに活用して性能を最大限発揮させるという、新しいシンプルな運動制御のあり方を構築。 

 
  ・ドライバーのハンドル操作に応じて、エンジンの駆動力を最適制御 

  ・どんな状況においても「ダイアゴナルロール姿勢」をつくる自動制御システム 
  ・人馬一体で目指してきた「滑らかなGのつながり」をどんな状況においても実現 

当制御技術の機能イメージ 

■お客様（ドライバー、乗員）に感じていただきたい価値 
 この技術の提供価値として、乗客全員が「楽に」ドライブを楽しめること、「疲れない」こと、  

 
  ・人間を中心に考え、はじめて運転する人から専門家まで様々な技能を持つすべてドライバー（人間）のドライビング能力を最大化。 
  ・マツダの人馬一体の考え方である、人とクルマが協力し合って、エネルギーを効率的に車両運動にしていくことで、 
   自然力学と一体になれる爽快感を提供。 

  ・ドライバーの操作に基づいて、クルマ自身がエンジン、シャシーといった各パートを全体調和して走りへと変換することで、 
   常にこの最高効率な走りを実現。 

  ・ドライバーとクルマのコミュニケーションをより密接なものとし、ドライバーに“運転への自信“と”クルマへの信頼感“を提供することで、 
   更なる安全・安心な走る歓びを実現。 



✓ ✓

＜概要＞ 

●高い防錆品質を持つクルマの効率的な開発/生産に貢献する耐食性短期評価技術 

耐食性短期評価装置 

クルマの主要な防錆手段である防錆塗膜の耐食性を

短期に高精度で評価可能な新規技術を開発しました。 

クルマの走行環境 

世界中の様々な腐食環境で安心してご使用頂ける

クルマを、お客様にタイムリーに提供します。 

＜技術コンセプト＞ 

クルマの防錆品質は、材料／生産工法／工程条件などの影響因子が多岐にわたっています。従来、これらの相互作用を制御し防錆

品質の管理条件を確立するために、長期の開発期間が必要であり、お客様へタイムリーにクルマを提供するためには、この開発期間

の短縮が大きな課題でした。そこで、クルマの主要な防錆手段である防錆塗膜の耐食性を短期に評価する技術の開発を行いました。 

●クルマの耐食性を腐食の原理に基づいて短期に精度良く定量化 

耐食性に影響する多くの因子 耐食性試験（実腐食試験）の課題 



＜ブレイクスルー技術＞ 

●防錆塗膜の性能発現原理に基づき，腐食因子の透過を直接定量化する短期評価技術を開発 

防錆塗膜の防食原理 耐食性短期評価法の原理 

防錆塗膜に電圧を印加して5％塩水を腐食因子として、

強制的に防錆塗膜中に透過させ、鋼板への腐食因子の

到達し易さ（耐食性）を電圧値で定量化します。 

防錆塗膜（エポキシ樹脂）の網目状の隙

間を水と酸素などの腐食因子が透過して

鋼板に到達することで錆は発生します。 

＜本評価技術の有効性＞ 

耐食性短期評価法の有効性 実腐食試験との相関性 

耐食性短期評価法によって得た電圧は、実耐食性と

高い相関性を持ちます。本評価法により、防錆塗膜

の膜質や膜厚と耐食性との関係を精度良く捉えら

れ、高精度な耐食性の制御が可能となります。 



✓ ✓

ドライビングポジション 

■MAZDA PROACTIVE SAFETY ～マツダが目指す安全性能の考え方～ 

マツダは、ドライバー・人間を理解・信頼・尊重することを重視し、 

以下の考えで安全技術の研究・開発を行っています。 

 

安全に運転するためには、認知・判断・操作の各ステップで適切に行動することが重要です。

運転する環境が変化しても、正しく認知・判断することをサポートし、安全に安心して運転してい

ただきたいと考えています。 

しかし、人間は時として避けられないミスを起こします。万が一のドライバーのミスにも対応でき

るように、事故被害を防止・軽減することをサポートする技術を開発・提供していきます。 

■先進安全技術「i-ACTIVSENSE」の標準装備化を発表 

 ・日本国内で販売するほぼすべての新世代商品を対象に、先進安全技術「i-ACTIVSENSE（アイ・アクティブセンス）」の標準装備化*

を、2017年度中に行うことを発表しました。この取り組みは、運転初心者から高齢者まで、さらに多くのお客さまへ、より安全・安心なクル

マをお届けするためのものです。 
 *衝突被害軽減ブレーキ、AT誤発進抑制制御、BSM（ブラインド・スポット・モニタリング）、RCTA（リア・クロス・トラフィック・アラート） 

 

■第三者機関からの評価（独立行政法人自動車事故対策機構） 

 ・マツダの先進安全技術「i-ACTIVSENSE」を搭載したアクセラが、平成28年度自動車アセスメント予防安全評価（前期分）において最

高ランクの「ASV++」を獲得。今年度の自動車アセスメント予防安全評価から新たに評価項目として加わった歩行者対応自動ブレーキ評

価において、最高得点の好成績を収めています。 

 ・新・安全性能総合評価の最高ランク「JNCAPファイブスター賞」を4年連続獲得* 

 *2012年：CX-5、2013年：アテンザ、2014年：アクセラ、デミオ、2015年：CX-3 

 

［パッシブセーフティ技術］ 

［ベーシックセーフティ技術］ 

［i-ACTIVSENSE］ 

視界・視認性 
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ロゴランプユニット外形 ロゴ投影イメージ 

車名やブランド名などのロゴを、ドアミラー下（前席ドア付近）の地面へ投影表示し、乗車時のおもてなし感を向上させるアイテム 

LED光源と投影レンズを組み合わせ、地面に鮮明なロゴを表示するランプユニットを、ドアミラーへ内蔵可能な小型サイズで実現した 



✓ ✓

■ 製造方法  

     形状データに合わせて曲げ型を作製 ⇒ 板ガラスを高温に加熱し、型に沿わせることにより成形 

■ ガラス凹面鏡のメリット（樹脂凹面鏡に対する優位性） 

曲げ型 曲げ型 

加熱 

ガラス 

※凹面鏡の役割 ： 映像を、曲面であるウィンドシールドに歪み無く表示できるよう補正をする 



✓ ✓

■ 製造方法  

     ・形状データに合わせて曲げ型を作製 ⇒ 板ガラスを高温に加熱し、型に沿わせることにより成形 

     ・形状に応じて自重曲げ / プレス成形を最適選択 

・ガラス材質   ： アルミノシリケート(ＡｌＳｉ) 
・外形寸法     ： 460Ｗ×260Ｈ（×55Ｄ) 
・形状         ：Ｒ200～Ｒ3000複合曲面(2.5Ｄ形状) 
   ※材質、外形寸法、形状についてはご要望に応じ検討可 
・追加可能処理 ：印刷、強化、ＡＧ、ＡＲ、ＡＦ、穴あけ
等 

■ Ｓ字曲面ガラスの用途例 

    ・メーターディスプレイ用カバーガラス 

      ・ナビゲーションディスプレイ用カバーガラス 

      ・コンソールディスプレイ用カバーガラス 

      ・その他各種ディスプレイ用カバーガラス 

■ 参考仕様 

曲げ型 

曲げ型 

加熱 

曲げ型 

自重曲げ 

プレス成形 

ガラス 

曲げ型 
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特殊な光学デバイスを介して、空中に操作スイッチを表示させる。スイッチの手元空

中操作により、大型曲面カバ－ガラスに安全運転情報を表示供する。 

大型曲面カバーガラスにて高級感を提供する。 
センターコンソールのマルチなエリアに情報を提供する。 

空中スイッチ 

参考出展 
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http://greaterasia-ul.com/ja/events/automotive-engineering_2017/
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XVL Kinematics Suite



✓ ✓

XVL Vmech Simulator
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リテルヒューズ テクノロジー＆プロダクト； リテルヒューズ 車載用センサー＆アプリケーション； 

リテルヒューズ 車載用回路保護素子＆アプリケーション（１）； リテルヒューズ 車載用回路保護素子＆アプリケーション（２）； 



リテルヒューズ 車載用センサー 戦略アプリケーション； 

リテルヒューズ エンジン用センサー； リテルヒューズ トランスミッション用センサー； リテルヒューズ シートベルト用センサー； 

リテルヒューズ ９０年の歴史と 買収したブランド＆製品群； 

リテルヒューズ 車載用ヒューズ（１）； リテルヒューズ 車載用ヒューズ（２）； 

リテルヒューズ 顧客 グローバルマーケットリーダー； 



✓ ✓




